
別紙１ 

公募テーマの詳細 

 

No. １ 

公募テーマ 「住まいの防火防災診断」のデジタル化 

目的 

東京消防庁の事業である「住まいの防火防災診断」（※）の対象者

（高齢者や障害がある方など）自身や支援者（家族など）がスマートフ

ォンで住宅内を撮影することで、住宅内に潜む危険個所（火災など

の災害など）や危険度を判別し、気づかせてくれるアプリケーション

を導入したいと考えています。 

課題・背景 

「住まいの防火防災診断」の対象者は、事業開始当初の平成２４年

から５０万人以上増加し、現在では全ての対象者への個別訪問を消

防職員のマンパワーでカバーすることは困難となっています。 

また、昨今の新型コロナウイルス感染症のまん延及び特殊詐欺対

策などによる対象者の防犯意識の高まりにより、消防職員が対象者

宅を戸別訪問すること自体が困難となっています。 

導入目標時期 ３年以内 

募集する 

協力企業数 
１社 

当庁から 

提供が可能な 

設備・人員等 

人員：消防職員 

その他：「住まいの防火防災診断」時の画像、住宅防火・家具の転倒

防止・家庭内事故防止に関する画像 

想定する技術 

及び検証方法 

スマートフォンなどで住宅内を動画で撮影することで、撮影した

場所の火災に対する危険度がすぐに表示される技術を想定してい

ます。 

なお、使用現場と消防署との間でコミュニケーションが可能にな

る機能や対象者が安心してデジタル技術を使用できるセキュリティ

対策についても検討する予定です。 

検証方法は、対象者の住宅に出向き、デジタル技術を使って危険

度表示を実際にチェックすることを想定しています。 

検証期間・時期 ２年間 
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No. ２ 

公募テーマ ＶＲ技術を活用した救急活動訓練の実現 

目的 
ＶＲ技術を活用し、より効率的で効果的な救急活動訓練を実施で

きるようにしたいと考えています。 

課題・背景 

近年、救急出動件数が増加の一途を辿っており、救急隊員は救急

活動訓練の時間が確保できない状況です。 

しかし、救急出動件数が多い中でも救急隊員の活動技能を維持し

ていかなければならないため、より効率的で効果的な訓練方法の確

立が課題となっています。 

導入目標時期 令和６年４月以降 

募集する 

協力企業数 
３社程度 

当庁から 

提供が可能な 

設備・人員等 

設備：訓練会場（当庁会議室など） 

人員：常時３人から必要に応じて１０人程度まで 

機器：訓練用人形、救急活動資器材 

想定する技術 

及び検証方法 

ＶＲ技術を活用して、多数の傷病者が発生した場面も想定した訓

練が可能か検証します。 

検証期間・時期 令和５年１０月 から 令和６年３月頃 まで 
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No. ３ 

公募テーマ 
建築物の複雑・多様化に対応した火災避難シミュレーショ

ンの導入 

目的 
現代の複雑化・多様化する建築事情に対応できる「火災避難シミ

ュレーションソフト」を導入したいと考えています。 

課題・背景 

東京消防庁では、東京都火災予防条例に基づき、不特定多数の方

が訪れる劇場や飲食店などの事業所関係者が事業所の防火対策に

活用したり、消防職員が事業所の特例審査に用いるため、「火災避

難シミュレーションソフト」を導入しています。 

このソフトでは、事業所の階層、構造、店舗形態などの状況から

「避難に必要な時間」を予測算定することができます。 

しかし、建築物が複雑かつ多様化する近年、現在導入しているソ

フトでは予測算定が難しいケースが増加しています。 

導入目標時期 令和 7年度 

募集する 

協力企業数 
３～８社程度 

当庁から 

提供が可能な 

設備・人員等 

現在運用中の火災避難シミュレーションソフト 

想定する技術 

及び検証方法 

複雑化・多様化する建築事情に対応できる「火災避難シミュレーシ

ョンソフト」について、現在当庁が運用中のシミュレーションソフトと

比較検証するなどの方法を想定しています。 

検証期間・時期 令和５年９月 から 令和６年３月 まで 

 


